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Ｈ29.2.27 第４回学校適正配置検討委員会 

 

 

 

 

 

 

小中学校の適正規模に関する意識調査 

調査結果 報告書 
 

 

 

 

 

 

１ 調査期間：平成２８年１１月２８日～１２月２０日 

 

２ 調査方法：郵送及び各学校に配布 

 

３ 調査対象、サンプル数及び回収率 

対 象 サンプル数 回収率（回収サンプル） 

保 護 者 ２，６９４人 ９１．５％ （２，４６４人） 

一般市民 
３，０００人 

【うち１，０００人は未就学児保護者】 
４８．７％ （１，４６２人） 

教 職 員 １，１５３人 ７９．２％ （   ９１３人） 

計 ６，８４７人 ７０．７％ （４，８３９人） 

 

４ その他 

自由記載の設問（問１４、１６、１８）については、整理中に付き、本報告書から 

割愛してあります。 

 

 

 

中間報告 

資料１ 



 

 

 

■集計結果

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 

回答者の属性

問２ 

保護者、

253
6.4%

245
6.2%

292
7.4%

■集計結果 

 あなたの性別をお答えください。

回答者の属性 

 あなたの年齢をお答えください。

、一般市民 

1.0%

問１

30
0.8%

1,675
[パーセ

ンテー

ジ]

292
7.4%

[値]

1.2％

問２ 回答者の年齢

3,522

72.8

あなたの性別をお答えください。

あなたの年齢をお答えください。

 

47
1.0%

問１ 回答者の性別

30
0.8%

150
3.8%

1,236
[パーセ

ンテー

ジ]

回答者の年齢

1,270

26.2

3,522 

72.8％ 

あなたの性別をお答えください。

あなたの年齢をお答えください。

回答者の性別

回答者の年齢

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

n=3,926

1,270 

26.2％ 
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あなたの性別をお答えください。 

あなたの年齢をお答えください。 

回答者の性別

男性

女性

無回答

ｎ=4

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代

歳以上

無回答

n=3,926

403
44.1%

 

教職員

男性

女性

無回答

4,839 

19.4%

403
44.1%

2
0.2%

問２

教職員 

2
0.2%

184
20.2%

177
19.4%

問２ 回答者の年齢

[値]

[パー

セン

テー

ジ]

回答者の年齢

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代以上

無回答

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代以上

無回答

n=913



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者

問４ 

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

（複数

保護者

問３ 

 

就学前の乳幼児

小学校低学年

小学校中学年

小学校高学年

保護者、一般市民

 問３で「（１）いる」と答えた方にお伺いします。

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

（複数回答） 

保護者、一般市民

 あなたの世帯には、１８歳以下の方はいらっしゃいますか。

 

 

809
20.6%

41
1.0%

問３

就学前の乳幼児

小学校低学年

小学校中学年

小学校高学年

中学生

高校生

その他

無回答

問４

一般市民 

問３で「（１）いる」と答えた方にお伺いします。

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

、一般市民 

あなたの世帯には、１８歳以下の方はいらっしゃいますか。

3,076
78.4

20.6%

41
1.0%

世帯の中の

30 

15 

就学前の乳幼児

小学校低学年

小学校中学年

小学校高学年

中学生

高校生

その他

無回答

0

問４ 世帯の中の

問３で「（１）いる」と答えた方にお伺いします。

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

あなたの世帯には、１８歳以下の方はいらっしゃいますか。

3,076
78.4％

世帯の中の18歳以下の方

300

世帯の中の18歳以下の方の就学等の状況
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問３で「（１）いる」と答えた方にお伺いします。

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

あなたの世帯には、１８歳以下の方はいらっしゃいますか。

歳以下の方

いる

いない

無回答

ｎ=3,926

454 

600

歳以下の方の就学等の状況

 

問３で「（１）いる」と答えた方にお伺いします。 

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

あなたの世帯には、１８歳以下の方はいらっしゃいますか。

いない

無回答

=3,926

954 

900

歳以下の方の就学等の状況

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを

あなたの世帯には、１８歳以下の方はいらっしゃいますか。 

1,133 

1,119 

986 

1,112 

954 

1200

歳以下の方の就学等の状況 ｎ=3,076

あなたの世帯の１８歳以下の方の就学等の状況について、該当するものを全てお答えください。

1,133 

1,119 

1,112 

1200

=3,076

お答えください。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 

保護者

保護者

問５ 

 

 

助川

会瀬

宮田

滑川

仲町

中小路

大久保

河原子

成沢

諏訪

水木

大みか

大沼

金沢

塙山

油縄子

田尻

日高

豊浦

久慈

坂本

東小沢

中里

櫛形

山部

学区不明

無回答

助川

平沢

駒王

滑川

多賀

大久保

河原子

泉丘

台原

日高

豊浦

久慈

坂本

中里

十王

学区不明

無回答

 あなたがお住まいの中学校区はどこですか。

保護者、一般市民
 

保護者、一般市民
 

 あなたがお住まいの小学校区はどこですか。

35

0 50

助川

会瀬

宮田

滑川

仲町

中小路

大久保

河原子

成沢

諏訪

水木

大みか

大沼

金沢

塙山

油縄子

田尻

日高

豊浦

久慈

坂本

東小沢

中里

櫛形

山部

学区不明

無回答

問５

36

0

助川

平沢

駒王

滑川

多賀

大久保

河原子

泉丘

台原

日高

豊浦

久慈

坂本

中里

十王

学区不明

無回答

問６

あなたがお住まいの中学校区はどこですか。

、一般市民 

、一般市民 

あなたがお住まいの小学校区はどこですか。

109

56
35

39
51
56

50 100

問５ お住まいの小学校区

173

158

78
77

100 200

問６ お住まいの中学校区

あなたがお住まいの中学校区はどこですか。

あなたがお住まいの小学校区はどこですか。

156
174
172

115
109

154

149
177

120

166
125

119
181

160
176

150 200

お住まいの小学校区

287
173

257
278

209

224
277

196
230

158

287

200 300

お住まいの中学校区
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あなたがお住まいの中学校区はどこですか。 

あなたがお住まいの小学校区はどこですか。 

193

174
172

211

186

177

211
166

181
195
197

176

243

200 250

お住まいの小学校区 ｎ=3,926

287

278
391

354

414

277

287

400

お住まいの中学校区 ｎ=3,926

 

 

 

243

300

=3,926

391

414

500

=3,926
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○「物事の善悪が判断でき、他人に迷惑をかけない」が最も多く、次いで「心身共に健康である」、

「周囲の人と協力し合いながら生活ができる」、「自分の持つ知識や技術で、経済的に自立した生

活ができる」の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○「基礎的な学力を確実に身につけること」、「自ら学び考える力を身につけること」といった、基

本的な学習習慣に関する回答が多く、次いで、「道徳教育の充実」、「職業体験などの社会体験活動

を充実し、将来に夢や希望が持てるようにすること」、「習熟度別指導など、きめ細かな授業の実

施」など、学習内容に関する回答が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 期待する子どもの将来像はどのようなものですか。 

あなたの考えに近いと思われるものを、３つまでお答えください。（複数回答） 

問８ 小中学校において、特に力を入れてほしいこと、これから取り組んでほしいことは何です

か。あなたの考えに近いと思われるものを３つまでお答えください。（複数回答） 

1092

3570

2009

1839

1546

628

639

2292

121

451

21

58

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

社会や周囲の役に立つことができる

物事の善悪が判断でき、他人に迷惑をかけない

周囲の人と協力し合いながら生活ができる

自分の持つ知識や技術で、経済的に自立した生活ができる

礼儀正しく、他人を敬う

自己を表現し、個性を発揮できる

自分で新しい道を切り拓いていくことができる

心身共に健康である

国際的に活躍する

自分の夢を実現し、好きなことで生活ができる

その他

無回答

14266件

3116

1052

579

2990

1410

598

535

1033

1539

289

616

73

91

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500

基礎的な学力を確実に身につけること

習熟度別指導など、きめ細かな授業の実施

小学校における教科担任制による専門性の高い授業の実施

自ら学び自ら考える力を身につけること

職業体験などの社会体験活動を充実し、将来に夢や希望が持てるよ

うにすること

計画的に宿題を出すなど、学習習慣を身につけること

授業のユニバーサルデザイン化を研究し、実践すること

健康の保持増進と体力の向上を図ること

道徳教育の充実

郷土の歴史などを学び、ふるさとに愛着を持てるようにすること

環境教育や消費者教育、情報教育などの社会の変化に応じた教育を

充実すること

その他

無回答

13921件

ｎ＝4,839（複数回答） 14,266 件 

ｎ＝4,839（複数回答） 13,921 件 
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○小学校については、①１校当たりの児童数、②１学級の人数とも「ちょうどよい」が最も多い

が、①１校当たりの児童数については「もっと多い方がよい」という回答が約３割で比較的多

く、  １学級の児童数は少なくても、学校全体での児童数は多い方がよいという傾向を示し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中学校についても、①１校当たりの生徒数、②１学級の人数とも、小学校と同様に「ちょうど

よい」が最も多い。一方、②１学級の人数については、「もっと少ない方がよい」という回答が   

約３割で小学校よりも高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 日立市の中学校の①１校当たりの生徒数(※3)や、②１学級の人数(※4)について、どの

ように感じていますか。 

※3日立市の平均３２７人（学年当たり１０９人） ※4日立市の平均３３人 

問９ 日立市の小学校の①１校当たりの児童数(※1)や、②１学級の人数(※2)について、どの

ように感じていますか。 

※1日立市の平均３５３人（学年当たり５９人） ※2日立市の平均２９人 

30.4%

8.0%

47.9%

63.7%

7.2%

21.5%

12.9%

5.2%

1.6%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①１校当たりの児童数について

②１学級の人数について

もっと多い方がよい ちょうどよい もっと少ない方がよい

わからない 無回答

ｎ=4,839

20.0%

4.9%

54.5％

56.4％

8.9%

29.9%

15.0%

7.5%

1.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①１校の当たりの生徒数について

②１学級の人数について

もっと多い方がよい ちょうどよい もっと少ない方がよい

わからない 無回答

ｎ=4,839
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○１学年当たりの学級数については、小学校、中学校それぞれ「３学級」が最も多くなっている。

２番目に多い回答は、小学校では「２学級」、中学校では「４学級」で、違いが見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１１ １学年当たりの学級数は、どの程度がよいと考えますか。 

0.9%

0.5%

29.9%

4.7%

53.0％

44.7%

11.5%

32.2%

2.5%

15.2%

2.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（１学年当たり）

中学校（１学年当たり）

１学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級以上 無回答

ｎ=4,839
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【小学校】 

○小学校の１学年当たりの学級数を選択した理由については、「クラス替えにより幅広い人間関

係作りができる」が最も多く、次いで、「社会性や協調性を養う機会が増える」、「教員の目が

一人一人の児童生徒に行き届く」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 問１１のように考える理由について、あなたの考えに近いと思われるものを、小学校、

中学校それぞれ３つまでお答えください。（複数回答） 

877 

2,805 

606 

1,463 

939 

542 

249 

1,066 

597 

1,211 

749 

823 

248 

1,423 

26 

161 

0 1000 2000 3000

習熟度別指導や専科指導などの多様な学習環境が展開

できる

クラス替えにより幅広い人間関係作りができる

切磋琢磨の機会が増える

社会性や協調性を養う機会が増える

様々な環境で育った子どもたちによる交流が期待でき

る

児童生徒の活躍の場が多くなる

クラブ活動や部活動の選択の幅が広がる

人間関係を深めやすい

学力を伸ばすことができる

集団内でいろいろな役割分担を経験できる

運動会や文化祭、遠足、修学旅行等の集団活動の教育

効果が上がる

教員の人数が多く、校務等を適切に分担でき、児童生

徒と関わる時間が増える

教員相互の研修や評価・協力ができ、より良い授業づ

くりができる

教員の目が一人ひとりの児童生徒に行き届く

その他

無回答

ｎ＝4,839（複数回答）13,785件 【小学校】

様々な環境で育った子どもたちによる交流が期待できる 

教員の目が一人一人の児童生徒に行き届く 
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【中学校】 

○中学校の１学年当たりの学級数を選択した理由については、小学校と同様の回答に加え、 

「クラブ活動や部活動の選択の幅が広がる」という回答も多くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,045 

2,101 

984 

1,207 

632 

322 

1,456 

801 

667 

903 

1,060 

843 

359 

1,115 

27 

213 

0 500 1000 1500 2000 2500

習熟度別指導や専科指導などの多様な学習環境が展開

できる

クラス替えにより幅広い人間関係作りができる

切磋琢磨の機会が増える

社会性や協調性を養う機会が増える

様々な環境で育った子どもたちによる交流が期待でき

る

児童生徒の活躍の場が多くなる

クラブ活動や部活動の選択の幅が広がる

人間関係を深めやすい

学力を伸ばすことができる

集団内でいろいろな役割分担を経験できる

運動会や文化祭、遠足、修学旅行等の集団活動の教育

効果が上がる

教員の人数が多く、校務等を適切に分担でき、児童生

徒と関わる時間が増える

教員相互の研修や評価・協力ができ、より良い授業づ

くりができる

教員の目が一人ひとりの児童生徒に行き届く

その他

無回答

【中学校】ｎ＝4,839（複数回答）13,735 件 

様々な環境で育った子どもたちによる交流が期待できる 

教員の目が一人一人の児童生徒に行き届く 
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①「子が通学している学校（又は勤務している学校）」の児童数及び１学級の人数【小学校】 

○小学校では、①学校全体の児童数について、「ちょうどよい」が最も多く、日立市全体（問 9

の①）と比較しても多い傾向にある。 

○１学級の人数については、「ちょうどよい」が最も多いが、日立市全体（問９の②）と比較す

るとやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「子が通学している学校（又は勤務している学校）の生徒数及び１学級の人数【中学校】 

○中学校では、学校全体の生徒数について、「ちょうどよい」が最も多いが、日立市全体（問10

の ① ）と比較すると、「もっと多い方がよい」がやや多い傾向にある(「無回答」を除いた場合)。 

○１学級の人数については、「ちょうどよい」が最も多いが、日立市全体（問 10 の②）と比較

すると、「ちょうどよい」は少なく、「もっと多い方がよい」がやや多い傾向にある(「無回答」

を除いた場合)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖ 

 

  

問１３ あなたの世帯のお子さんが通学している学校（又はあなたの勤務する学校）の児童生

徒数や１学級の人数については、どのように感じていますか。小学校、中学校について、そ

れぞれ１つ選んでお答えください。 

31.9%

12.1%

51.3%

54.5%

9.0%

25.6%

3.2%

2.2%

4.6%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【小学校】

①学校全体の児童数について

【小学校】

②１学級の人数について

もっと多い方がよい ちょうどよい もっと少ない方がよい わからない 無回答

n=3222

17.6%

5.4%

34.8%

35.0%

7.3%

17.6%

14.1%

14.8%

26.2%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【中学校】

①学校全体の生徒数について

【中学校】

②１学級の人数について

もっと多い方がよい ちょうどよい もっと少ない方がよい わからない 無回答

n=3039

23.8%

7.4%

47.2%

48.1%

9.9%

24.2%

19.1%

20.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学校】

①学校全体の生徒数について

【中学校】

②１学級の人数について

もっと多い方がよい ちょうどよい もっと少ない方がよい わからない

ｎ=2,243

n=2,211

（「無回答」を除いた場合） 

（参考：日立市全体 47.9％） 

（63.7％） 

（参考：日立市全体 20.0％） 

（4.9％） （56.3％） 

ｎ=3,222 

ｎ=3,039 

31.9％ 

 12.1％ 

17.6％ 

 5.4％ 

 23.8％ 

 7.3％ 
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① 学校の児童生徒数 

○小中学校の小規模化への対応としての学校の統合については、「学区の見直しなどにより、学校

間の児童生徒数を調整できない場合は統合もやむを得ない」という回答が多く、約７割となっ

ている。 

○また、割合的には少数ではあるが、「課題への対応のために、積極的に統合するべき」という  

回答、逆に「児童生徒数が減っても、統合するべきではない」という回答が、それぞれ１割前

後あることも確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 小中学校の小規模化への対応として、子どもたちの学習環境を整えるため学校の統合

を進めている自治体があります。このような対応についてどのように考えますか。 

506
10.5%

3,302
68.1％

642
13.3%

110
2.3%

279
5.8%

課題への対応のために、積

極的に統合するべき

学区の見直しなどにより、

学校間の児童生徒数を調整

できない場合は統合もやむ

を得ない

児童生徒数が減っても、統

合するべきではない

その他

無回答

ｎ=4,839
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1,707 

1,514 

1,207 

2,638 

1,736 

969 

688 

969 

606 

768 

673 

47 

222 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

円滑に学校生活に向けた対象校間の事前交流

児童生徒の精神的なケアに配慮する

一人の子どもが複数回の統合等を経験しない

通学路の安全性に配慮する

学校までの距離が遠距離とならないようにする

路線バスの利用など遠距離者の通学方法に配慮

学校の規模が過大にならないように配慮する

一部の地域に学校が集中しないようにする

学校設備の充実

学区の見直しや統合計画の十分な周知

地域活動とのつながりが損なわれないようにする

その他

無回答

【小学校】

1,367 

1,350 

847 

1,677 

1,338 

1,376 

1,012 

1,231 

931 

978 

602 

47 

466 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

円滑に学校生活に向けた対象校間の事前交流

児童生徒の精神的なケアに配慮する

一人の子どもが複数回の統合等を経験しない

通学路の安全性に配慮する

学校までの距離が遠距離とならないようにする

路線バスの利用など遠距離者の通学方法に配慮

学校の規模が過大にならないように配慮する

一部の地域に学校が集中しないようにする

学校設備の充実

学区の見直しや統合計画の十分な周知

地域活動とのつながりが損なわれないようにする

その他

無回答

【中学校】

 

 

 

 

 

○小学校では、「通学路の安全性に配慮する」が突出して多く、次いで、「学校までの距離が遠距離

とならないようにする」、「円滑な学校生活に向けた対象校間の事前交流」、「児童生徒の精神的な

ケアに配慮する」などが多くなっている。 

○中学校では、小学校と同じ回答に加え、「路線バスの利用など遠距離者の通学方法に配慮」という

回答も多くなる。 

 

① 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７ 今後、学区の見直しや学校の統合を検討する場合、優先して配慮するべきことについて

どのように考えますか。（複数回答） 

ｎ＝4,839（複数回答）13,744 件 

ｎ＝4,839（複数回答）13,222 件 


